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W34b 衛星搭載用X線発生装置の開発の基礎実験
○八木橋伸佳、北本俊二、村上弘志（立教大理）

衛星に載せた CCDカメラ等は宇宙からの放射線によって、損傷を受ける。X線検出器の性能は、時間ととも
に変化して劣化する。そこで、人工衛星を打ち上げ後も波高や分解能を常にモニタするために較正線源を搭載す
る。また検出器によっては、温度変化等の影響を受け性能が刻々と変化するものもある。そのような場合は、数
分に 1回の頻度で較正が要求される。そのために紫外線 LEDと光電面を使い、光電効果で電子を放出させ、そ
の電子を高電圧で加速して陽極に当て、X線を発生させる新しいタイプのX線発生装置の提案がある。最大の特
徴は、高圧電源がONの時に LEDの点滅だけでX線の制御ができるので、１秒以下の速い時間間隔でON/OFF
が可能である事である。今回我々の実験では、高圧を 10kVまでかけ、紫外線 LEDは波長 275nmのものを使用
した。光電面には仕事関数の低い LaB6を使い、陽極には Alを用いた。8日間の長期取得により、LaB6の安定
性、強度を考察した。LaB6の安定性としては、10−6

sec
−1の減衰が見られ、強度は最大 105sec−1が得られた。

また、LEDと光電面の組み合わせについても検討していて、LaB6のほかに光電面に Zn等を試した。これらの
実験結果についても合わせて報告する。


